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The relationship between genres, discourses and styles:
critical discourse analysis of a newspaper editorial





　③ genre	（generic）	structure　　④ discourses	structure　　⑤ style	structure	
〈Abstract〉





































うテクストの「春秋」は、2014 年、11 月 22 日、「社説」は、2014 年、11 月 23 日のものである。なお、
本稿で「春秋」および「社説」と言及するときは、この特定のテクストを指す。






























































































































































第 1段（起） 脳の働き 科学的（期待）
第 2段（承） アベノミクス 科学的（期待）
第 3段（転） 選挙とアベノミクス 有権者・選挙（冷めた期待）















































第 6段 アベノミクス「第 1の矢」評価（プラス面）
第 7段 アベノミクス「第 1の矢」評価（マイナス面）
第 8段 アベノミクス「第 2の矢」評価
第 9段 アベノミクス「第 3の矢」良くない評価
第 10 段 アベノミクス「第 3の矢」良くない評価
第 11 段 アベノミクス「第 3の矢」主張
第 4ディスコース群
小題 「民間の活力を引き出せ」
第 12 段 政府の仕事 民間活力を引き出す、主張
第 13 段 政府の仕事 民間活力を引き出す、主張
第 14 段 政府の仕事 民間活力を引き出す、主張







　第 2パートは、「足踏みする『第 3の矢』」という小題から始まり、第 2段（第 2パートでは第 1段）
































スコースの「特定の事象」は「第 3の矢」で、その「視点」は、「評価」である。第 10 段も、第 9段
とほぼ同じなので、第 9段と第 10 段は一つのディスコースを形成していると考えることができる。









　以上のことから、第 5 段から第 11 段までが、ほぼ「アベノミクス」が「特定の事象」で、「評価」
の「視点」は、第 5段から第 10 段までであることが明らかになった。「評価」の後に「主張」が置か









　第 13 段では、第 12 段で述べた具体的提案をさらに追加している。たとえば、「FTA」や「TPP」
の促進・実現、「女性や外国人の雇用」の増加等である。この 13 段は、第 12 段の続きとして位置付
けられる。同じく、第 14 段も第 12 段の続きで、「財政健全化計画を策定」を訴えている。第 15 段も
同様に、第 12 段の続きで、「増収策をどう実現していくか」、「膨らむ一方の社会保障費をどう抑えて




























































































































































第 10 段 ─
第 11 段 求められるのは、・・・明示することだ。
示してもらいたい。
第 4ディスコース群
第 12 段 政府の仕事だ。
投資を呼び込むうえで欠かせない。
現状も打破すべきだ。
第 13 段 急ぐ必要がある。
待ったなしだ。
第 14 段 不可欠である。
第 15 段 示す必要がある。
重要だ。



































　「春秋」は 18 文で構成され、そのうちの 9文の文末で「やわらかい」表現が用いられている。「社説」
と比較すると「主張」が抑制されていることがわかる。スタイル構造に関しては、第 1段では「証拠
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